ラー ロッ VI 


保証 書付 ww や 


(WITH WARRANTY CARD) 


は じ め に 


ご の だ び は 、 シ ヤー プ カ ラ ー プ ロッ タプ リン タダ 、CE -515P を お 買い あげ いた だき まこ と に あり ガ が と 
う ご ざ いま し た 。 

本 機 を 正しく お 使い い だ だ くだ め に 、 こ の 取扱 説明 書 を よ ぐ お 読み くだ さい 。 

な お 、 ご この 取扱 説明 書 は シャ ー プ サー ビス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 こ と と も に 政 ぎ 保存 し て くだ 
さい 。 

万 一 、 ご 使用 中 に わが ガ ら な いこ と や 具合 の 悪い こと が お きだ と き 、 き つと お 役に立ち ます 。 
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お あお ねがい 


e 本 機 は 精密 部 品 で 構成 され て いま す の で 、 直 射 日 光 の 当 だ る 場所 (特に 車 の 中 で は 非常 に 温度 が 高 
ぐ な る こと が あり ます ) や 、 暖 ぼう 器具 の 近く な ご 、 高 温 に お な る こと が ある 場所 に 置 お な いで ぐだ 
さい 。 
まだ 、 怠 激 な 温度 の 変化 、 低 温 、 湿 気 、 ホ コリ 、 曲 げ 、 ヒ ネリ 、 強 い シ ョ ッ ク な ご は さけ て お つが 
いく ぐ くだ さい 。 
故障 な ご の 原因 に な る お それ が あり ます 。 

e お 手入れ の 際 は 彰 い だ 柔 ら が い 布 を 使用 し 、 ベ ンジ ン 、 シ ン ナ ー な どの 揮発 性 の 液体 や ② ぬ れ ぞ うき 
ん な ど を 使用 し な いで くだ さい 。 揮発 性 の 液体 や ぬれ ぞう つき ん な ご は 本 機 を いた め る こと が あり ま 
Do 
e 本 機 を 分 解 し は いで こく だ さい 。 万 一 故障 の と き は 、 お 買い あげ の 販売 店 ある い は 「 シ ヤー プ サ ー ビ 
ス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 に 記載 の も より の サー ビス 会 社 へ 本 書 を そえ て ご 持参 べく だ さい 。 
強度 の 外来 プイ ズ を うけ だ 場合 な ご ど に 、 プ リン タ ガ が 不要 な プリ ント を 続け 、 止 ま ら な ぐ な る こと や 、 
動作 し な ぐ く な る こと が あり ます が 、 ご この よう な 場合 は 本 機 の 後面 に ある リセ ツ ト ボ タン を 押す が 、 
まだ は 電源 を オフ に し 、 改め て オン に し て ぐだ さい 。 

e 本 機 は ペー パー を 移動 し て 印字 する タイ プ の プリ ンタ ー で す 。 き れい な 印字 を する だ め に ペー パー 
の つけ 万 (8 ベ ページ) を 参照 し て くだ さい 。 


EES warren che 


© ご の 取扱 説明 書 の 内 容 は 改良 の た め 予 告 な ぐ 変 更 する 場合 が あります 。 

© 本 機 は 非常 に 複雑 な 機能 お よび 組合 せ を 有する 製品 で あり 、 出 荷 に 際 し て 取扱 説明 書 
を 含め 十分 な お チエック を し て 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 ご 使用 中 ご 不審 な 点 ・ お 
気づき の こと が あり まし だ ら も より の シャ ー プ サー ビス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 まで ご 連 
絡 く だ さい 。 
な お 運用 し た 結果 生じ る 影響 に つい て は 責任 を 買い が ガ ね ます の で 、 あ ら ガ が じ め ご ず 承 
ぐだ さい 。 

e 本 書 に 記載 の プロ ブラ ハハ を 使用 し だ こと に よる 金銭 上 の 損害 お よび 逸失 利益 まだ は 第 
三 者 ひらの い ガ が な お る 請求 に つい て も 当社 は その 責任 を 買い ませ ん の で あら が じ め 、 ご 


了承 くだ さい 。 
e 計算 機 は 、 機 種 に より それ ぞ れ の キャ ヤラ フタ コー ド 及 び コ ント ロー ルコ ー ド が 異 つて 


いる 場合 が ありま す の で 、 本 機 を 使用 され る と き は 、 本 機 及 び 接 続 さ れる 計算 機 の 規 
格 な ど を 十分 ご 確認 の うえ で ご 使用 くだ さい 。 


dA RRA RA SO DD BAAD ALAR RAPALA PAP PLD PED PDL DEPP LLL 


各部 の な まえ と は だ らき | 


(本 体 前 面 ) 


プリ ンタ カバ ー 


パワ ー ラ ンプ 
紙 送 リ キー 
逆 紙 送 リ キー 


カラ ー チ ェ ン ジ キ ー 


ロー ルカ バー RRS セレ クト レバ ベー 
(本 体 後面 ) 
OFF POWER ON PARALLEL RS- 
(Ca O % DIP SW RESET 
に ニニ | S 上 -一 
ee PEE CE a aa 
電源 スイ ッ チ 了 一 又 端子 パラ レル コネ クタ RS -232C ディ ッ プ リセ ッ ト ボ タン 
コネ クタ スイ ッ チ 
(プロ ッ タ プリ ン る 部 ) 


ペン 固定 用 レバ ー WQS 


POWER = 


OFF POWER ON 


ゅ パワ ー ラ ンプ ( 緑 ) 
電源 が 入 つ て いる と き に 点灯 し ます 。 


@ 紙 送り キー 
ご この キー を 押す と 、 は じ め の 約 1 秒 回 は 、 普 通 の 1/10 の スピ ー ド で 、 
それ 以上 押し つづ ける と 普通 の スピ ー ド で ペー パー が 送ら れ ま す 。 


@ 逆 紙 送 り キ ー 
ご の キー を 押す と 、 は じ め の 約 1 秒間 は 、 普 通 の 1/10 の スピ ー ド で 、 そ 
れれ 以上 押し つづ ける と 普通 の スピ ー ド で ペー パー が も どり ます 。 


ゅ カラ ー チ エン ジ キ ー 

この キー を 押し て は な す と 、 ペ ン ホ ル ダ ー が 回 転 し 、 ペ ン の 色 拠 え 
動作 を し ます 。 

カフ ラー チエ ンジ キー は 紙 送 り キ ー ど と 連動 し て 、 テ スト 印字 の 開始 に 
も 使用 で きま す 。( く わし こぐ は 15 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。) 


@ 電源 スイ ツチ 
電源 スイ ツチ を オン に する と 、 パ ワー ラン プ が 点灯 し 、 同 時 に スラ 
イダ ユニ ッ ト が 左側 へ 秘 動 し て を 壁面 に 押し つけ られ ます 。 次 に ペ 
ン ホ ル ダ ユ ニッ ツ ト が 回 転 し 、 黒 の パン ホル ダ が 正面 に きま ます 。 そ し 
て スラ イダ ユニ ッ ト が 印字 範囲 の 左端 まで 秘 動 し て 停止 し ます 。 


e リセ ッ ト ボ タン 
強度 の 外来 ノン イズ を うけ だ 場合 な ど に プリ ンタ が 不要 な プリ ント を 
続け 止ま ら な く な る ご こと や 、 動 作 し な く な る こと が あり ます が 、 ご 
の よう な 場合 は この ボタ ン を 押し て ぐだ さい 。 

e パラ レル コネ クタ 


e RS232 じ コネ クダ | “接続 、 の 頂 (G ペ ー ジ ) を 参照 し て こく だ さい 。 
ss ディ ツブ プス ズ スイ ツチ 


1. 電源 コー ド を つなぐ 

電源 コー ド を つなぐ 前 に 、 使 用 する 電源 仕様 を 確認 し て ぐだ さい 。 本 機 は 、AC100V ェ 10% 507 
60Hz の 電源 仕様 で 動作 し ます 。 も し 、 電 源 仕様 が 異な つて いま す と 正常 に 動作 し な お つ だ り 、 改 障 
する 場合 が あります ので 注意 し て ぐだ さい 。 


2. ディ ツ プ スイ ツチ の 設定 万 法 
ディ ッ プ スイ ッ チ は プリ ンタ の 機能 を 計算 機 な どの 機能 に 合わ せる だ め の ス イッ ツチ で 、 下 表 の よう 
な 機能 切換 え が で きま す 。 


スイ ツチ 番号 OFF 
8 ビッ ト 
パラ レル | RS-232C 


JIS | シフ ト JIS 
CR/LF CR 
SW5 L 1 L2 


1. RS-232 じ イン ター フェ イス に て 、 デ ー ツ タ 長 を / ビ ツ ッ ト まだ は 8 ビッ ツ ト で 受信 する ガ を 設 
定 し ます 。 
SW2. イン ター フエ イス を 、 パ ラ レ ル まだ は 、RS-232C と する ガ が を 設定 し ます 。 
SW3. 付録 2. 漢字 コー ド 表 の 漢字 コー ド 指 定 す る こき に 、 
J | ら コ ー ド まだ は 、 シ フト J 1S コ ー ド で 指定 する の が を 設定 し ます 。 
SW4 . CR コー ド を 受信 し だ と き に 、 CR+ し 上 F 上 まだ は CR の どちら を 実行 させ る ガ を 指定 し ま 


Do 
SWS. RS うつ 232C イ ンタ ー フ ェ イ ス に て 、 入 力 信号 レベ ル (Dø) @ RS-232CLVALL 1) 


まだ は T「 し レベ ル (L 2) で 受信 する ガ を 設定 し ます 。 
@ デ ィ ツ プス イッ チ を 切り 換え る と き は 秒 ぎ 電源 スイ ツチ を オフ に し て ぐだ さい 。 
e RS-232C ど に て カタ カナ 印字 や や 漢字 印字 を お こ な う と き は 、 ら SW 1 を 必ず 8 ビッ ト 側 に し て ぐだ さ 
Lie 
eSW6 は 本 機 で は 使用 し て お り ま せん 。 


A ー232C 用 


ケー ブル 


3. 接続 ケー ブル 
計算 機 な ど と プリ ンタ の 接続 は 、 下 記 表 の ケー ブル を 使用 し て ください 。 


机 种 名 ケー ブル 名 DIP SW2 の 設定 
PC-5000 CE-515L OFF 
PO-1500501) CE-515L OFF 


+CEー158 EA-158C ON 


PC—160001501) + CE—162E ケー ブル 付 ON 


E 


MZ —5500 MZ-1 C32 ON 
MZ —3500 MZ-1 C16 ON 


e RS-2392C ど ケー ブル は 、 本 体 後面 の RS-232C コ ネ ク タ に 接続 し て て だ さい 。 
@ パ バラ レル ケー ブル は 、 本 体 後面 の パラ レル コネ クタ に 接続 し て くだ さい 。 

@ 接続 する ケー ブル に あわ せ て 、 デ ィ ツ プス イッ チ の SW2 を 確認 し て くだ さい 。 
@ ケ グー ブル を 接続 する と き は 、 プ リン タ と 、 詩 算 機 な どの 電源 を 切 つ て くだ さい 。 


ペー バー の つけ が ガ だ 


1. カッ ト ベ ー パ ー の つけ か だ 
@ ペー パー セレ クト レバ ー を プリ ンタ カバ ー の 表示 に 従い 、 使 用 する ペー パー サイ ズ の 位置 に 合 
わせ て ぐだ さい 。 
ペー パー は 温度 、 湿 度 に より 大 き さ が 若干 変化 する こと が あり ます 。 
eae NAO TR K ATA 


ペー パー セレ クト レバ ー 


POST CARD ROLL PAPER 


© ペー パー に ま の 脂 や 汗 び が つき ます こと 、 印 字 な ご が お ガ す れ だ り 、 に じん だ りす る こと が あり ます の 
で ペー パー を 持 だ れる と き は 、 で きる だ け ペ ー パ ー 両 端 び グチ 前 を お 持ち くだ さい 。 


本 機 の 左 壁 面 は ペー パー の ガイ ド 面 で す 。 ペー パー を 挿入 され ね る と き は 、 ご この 面 と 平行 に わ ず ガ に 
(0.5 一 1m 程 度 ) す き 間 を あけ て 紙 を セツ ッ ト し て ぐだ さい 。 
ご の 状態 で パー パー を ロー ラー まで 差込み 、 紙 送り キー を 押す と 紙 が 挿入 され ます 。 


@ 紙 送 り キ ー、 逆 紙 送 り キ ー を 使用 し て 、 ペ ー パ ー の 先端 を 溝 の 位 置 に 合わ せ て くだ さい 。 


この 溝 の 位置 に 、 
ベー パー の 先端 を 


ge = sf 


e カッ トペ ー パ ー ご 使用 の と き は 、 ロ ー ル ペー パー を 、 ペ ー パ ー ケ ー ス 内 に 入れ 、 ロ ー ル カバ ー を 
閉め だ 状態 で ご 使用 くだ さい 。 

ご の と き に 、 ロ ー ル カバ ー が 浮 ぐ よう な お 場合 は 、 ロ ー ル ペー パー を ペー パー ケー ス よ り の 取り出し 
て ご 使用 くだ さい 。 

e 紙 に そり が ある と 印字 し な い 部 分 に 奈 分 な 点 や 線 が 出る こと が あり ます 。 そ り の な い 紙 を ご 使用 
ぐだ さい 。 

@ 紙 の カツ ト ガ 直角 で な いと き や 凹 串 が びあ り ま す と を 壁面 に こす れ て 、 正 し い 印 字 が 出来 な い 場 合 
が あり ます 。 直角 に きれ い に 切 つて くだ さい 。 

e 紙 の 端 が 下図 の よう に 下 に 垂れ 下 び つて いる と き 、 印 字面 持ち 上 が り 、 奈 計 な 点 や 線 の 活 れ が 
出る こと が あり ます 。 紙 が 出来 る だ け 平 面 に な る よう に し て ご 使用 くだ さい 。 


2, ロー デル ペー パー の つけ は の だ 


© 


© 


プリ ンタ カバ ー の “ROLL PAPER” と 書 ガ れ て いる 位置 に 、 ペ ー パ ー セ レフ トレバー 

を 合わ せ て ぐだ さい 。 

下図 の よう に ロー ルカ バー を 矢印 方 向 に 押し 下げ て 開け て こく だ さい 。 

ロー ル ペ ー パ ー を お 使い の と き は 、 ロ ー ル カバ ー を あけ だ 

まま の 状態 で お 使い てく だ さい 。 

ロー ルカ バー を 閉め だ 状態 で 使用 る これ ます と ペー パー が ガロ 

ー ル カバ パー と セッ ト の 間 で ロッ フク さ れる だ め ペ ペーパー のび 送 (へ 

り 、 逆 送り ガ が で き な ぐ な り 誤 印字 の 原因 と な り ま す 。 

は さ み な ど で ロ ー ル ペー パー の 先端 を まつ すぐ に 切っ て < 

だ さい 。 

ロー ル ペ ー パ ー に ロー ル 

軸 を 入れ ペー パー ケー ス 

に 入れ て ぐだ さい 。 

ペー パー の 先端 を カット 

ペー パー と 同様 に ロー ラ 

ー に 差込み 、 紙 送り キー 

を 押し て 、 ペ ー パ ー を 挿 

入 し て ぐだ さい 。 

注 ) ペー パー が し わ に な 
つ だ り 折 れ て いる と 
ペー パー が 正しく 送 
られ ず 正 常 な 印字 が 
で きま せん 。 

e ロー ル ペ ベー パー の 先 
端 が まつ すぐ に 切れ 
て いな か つた だり 、 き 
れい に 切れ て いな い 
と き 、 ま だ ベー パー 
を 斜め に 挿入 し ます と 、 ベ ペー パー が 送ら れ な ひつ だ り の ひつ か が かつ だ りす る こと が あり ます 。 

© ペー パー が 送ら れ な お ひつ を り ひ つか か ガ つ だ り し た と き は 、 逆 紙 送 り キ ー を 押し て ベー パー 
を も ど し て くだ さい 。 


ÅR, 
Ly 


we 


ロー ル 軸 


Se ee Å Gas 
本 機 に は 、 大 別して 、 カ ッ ト ペ ー パ ー と ロー ル ペ ー パ ー の 2 種類 が 使用 可能 で す 。 


(1) カ ッ ト ペ ー パ ー 
紙質 白色 上 質 紙 (普通 紙 )、 官 製 ハガキ 
紙 厚 70~A00um 
紙 種 レタ ー サ イズ (ヨコ 216 X タテ 280m) 
A4 サイ ズ (ヨコ 210 x タテ 207mm) 
B5 サイ ズ (ヨコ 182 x タテ 257m) 
A5 サイ ズ (ヨコ 148 x タテ 210m) 
ハガキ サイ ズ (ヨコ 100 x タテ 148m) 
カッ トペ ベー パー は 、 白色 上 質 紙 、 官 製 ハ ガキ で あれ ば 基本 的 に 使用 可能 で す が 、 ベ ペー バー の 種類 に 
よっ て 、 ベ ペン 寿命 、 印 字 品 位 が 異な り ま す 。 
イン キ の 吸収 の 度合 に よっ て みす れ だ りこ に じ お こと が あり ます 。 ご 注意 くだ さい 。 


(ロー ル ペ ー パ ー 
紙質 BELEK 
GWE #/0u 
紙 幅 約 114.5mm 
CR 約 6m 


エン ド マ ー ク + 


鎖 ロ ー ル ペー パー を お 求め の 際 は 、 も より の 当社 製品 取扱 店 に “CE -515P 用 ロー ル ペ ー パ ー ビ A -515 
P と 指定 し て お 買い 求め ぐだ さい 。( 指 定 以外 の ロー ル ペ ー パ ー は 使用 し な いで くだ さい 。) 
eEA-515P (ロー ル ペ ー パ ー 3 巻 入 ) 

な お 、 当 社 製品 取扱 店 で お 求め に な れ な い 場 合 は 、 別紙 一 覧 表 に 記載 の サー ビス 会 社 に お 申し つけ 
ぐだ さい 。 


ン の つけ が ガ だ 、 人 交換 の し レガ だ 


本 機 は 4 種類 の 水性 ボー ル ペ ン を 取り つけ る こと が で きま す 。 ペ ン の 取り つけ 位置 は それ ぞ れ 次 の 図 


の よう に な り ま す 。 


ペン ホル ダ の 着色 に 従い ペン を 取り つ 


| (青色 ) pa \ 
ee け て ご ださい 。 


Cas 


0 (黒色 ) 


ESC 命 令 に より 0-3 を 指定 し だ 場 


図 で 示す よう に 、 左 回 り で 0.1.2. 


3 位置 の ペン が それぞれ 選ば れ ま す 。 


(ペン ホル ダー が 左 に 回 転 し て 指定 し 
だ 位置 が 正面 に きま す ) 


ペン を 取り つけ る と き 、 あ る い は 交換 する と き は 次 の 手順 で お こなつ て くだ さい 。 


© プリ ンタ カバ ー を (a) 訪 向 に 開け て ぐ 


だ さい 。 人 
© ペン を 取り は ず ざす と き は ペン 固定 用 レ 


バー を CD) 方向 に 引き Cc ) 亡 向 へ 上 げ 
ペン を 上 へ 抜い て ぐだ さい 。 
注 ) ペン 固定 用 レバ ー 以 外 に は ま を ふ 


れ な いで こぐ くだ さい 。 (ce) 
上 げ る 


③ 新しい ペン を 取り つけ て ぐだ さい 。 


ペン 固定 用 レバ ー 


SHAH 

ベ ペン 交換 時 な ど ご 、 カ ラー チエ ンジ キー を 押し て も 
ベ ペン ホル ダー が 正常 に 回 転 し な こく な つ だ 時 は 、 本 
機 後 面 の リセ ツ ッ ト ボタ ン を 押し て こく だ さい 。 


图 次 の ペン を 取り は ず す 、 あ る い は 取り つけ る と き は カラ ー チ エンジ キー を 押し て くだ さい 。 
ペン ホル ダー が 回 転 し 次 の 位置 が 正面 こ に きま す の で 、 @③ の 方 法 で ペン を 取り は ず し 、 取 りつ 
け て ぐだ さい 。 

© ペン の 交換 、 取 りつ けが 終わ り ま し た ら 、 ペ ン 固 定 用 レバ ー と プリ ンタ カバ ー を も と どおり の に 
し て ぐだ さい 。 


ご 注意 
〇 プリ ンタ の 取扱 い に つ いて 

e プリ ンタ の ペン ホル ダー や ギア な ご ど に は 触れ な いで ぐだ さい 。 精密 さ が 失 われ 、 図 形 な ど を 書 
い だ た とき の 誤差 が 大 きぐ な る 場合 が あり ます 。 ま だ 、 ペ ン の 位置 ずれ ね 、 プ リン タ の 故障 な ご の 原 
因 に な り ま す 。 


© ベン の 取扱 いじ つい て 

ペン は 、 プ リン タ を 使用 する と き に 取り つけ プリ ンタ の 使用 が ガ 終 わり まし たら 和 め ず プ リン タダ に 取 
りつ け て いる ペン を すべ て は ず し て キ セ ヤッ ツ プ を ガ ぶ せ 、 リ ー フ ィ ル (ペン を 保存 する 入れ も の ) 
に 入れ て 保存 し て くだ さい 。 

ペン を 長 時 間 放 置 し ます と 、 イ ン キ が 乾燥 し て 使え な く な る 恐れ が あり ます 。 


e ボー ル ペ ン に は 水性 イン キ を 用 いて 
いま す の で 印字 し た ペー パー が 水 な 


ど で ぬ れ だ 場合 イン キザ に じ お こと PEPES 
が あり ます の で 、 ペ ー パ ー の 取扱 い 
に は ご 注意 くだ さい 。 


e ペー パー ケー ス 部 に リー フィ ル 収 納 
部 が 設け られ て いま す 。 
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ac 
ea | 
| | リー フィ ルキ ャ ッ プ 
ペン キャ ッ プ 


リー フィ ル 


際 本 プリ ンタ で 図形 を 書く 場合 は 、 で きる だ け ヤ 方 向 (< 上下 方向 ) の くり 返し (前 後 の 紙 送り ) を 少 
な ぐし だ ほう つが より の 正確 な 図形 が 描け ます 。 図形 を 書 ぐ 場合 は 、 プ リン タ の 機械 的 な 精度 に より 、 
X 万 向 に は 約 0 .25Tm の ずれ が 生じ ます 。 ま だ や ヤ 方 向 に くぐり 返し が 多い 図形 で は 約 1.0% の 誤差 (ずれ ) 
が 生じ ます の で 図形 を プロ ブラ ミン ブ す る と き は で きる だ け Y 方向 の くり 返し が 少な て な る よう に 
し て ぐだ さい 。 


OT IVIBONY (ボー ル ペ ン ) を お 求め の 際 は も より の 当社 製品 取扱 店 に “CE -515P 用 ボー ル 
ペン "と 指定 し て 、 次 の も の を お 買い 求め くだ さい 。 
eEA 一 850B (黑色 4 本 入 ) 
eEA 一 850C GA 5 mR KM B1IATOABRA) 
な お 当社 製品 取扱 店 で お 求め に な れ な い 場 合 は 別紙 一 覧 表 に 記載 の サー ビス 会 社 に お 申し つけ ぐだ 
さい 。 


= ペン お よび 紙 の 移動 範囲 に つい て = 


本 プリ ンタ に 使用 する 紙 の 大 き さ は 最大 人 4 で す の で 、 図 形 を 書 ぐ 場合 な ご は その 大 き さ に 制限 が 
あり ます 。 し が し な が ら 、 図 形 の 一 部 の み を 書き 出し だ い が 、 和 主体 を 書き 出す プロ グラ ム を 作る ほ 
つが 簡単 に な る 場合 や 、 企 体 を 紙 幅 分 ずつ に 分 割 し て で も 大 きぐ 書き だ い 場 合 な ど びび あり ます 。 ご こ 
の よう な と き に 便利 な 機能 ガザ シ ザ リ ング 機能 で す 。 ご この 機能 は 、 紙 の 上 に あ た だ る 部 分 の 図形 は 実際 
に 書き 、 紙 の 上 を 外れ る 部 分 は 、 そ の 部 分 に ペン ガ 秘 動 で きる と 仮定 し て 、 仮 想 的 に 図形 を 書 ぐ 機 
能 で す 。 


首 ペ ー パ ー ご と に 印字 領域 は 下記 の よう に 異 り ます の で EU 字 され る と き に は 注意 し て くだ さい 。 


ANNULUS 

o 

NR 

\ \ 

N N 

Ñ N 

と ニル IN 

コン N | 

(1 ステ ッ プ =0.2mm) N N 

N N 

e ロー ル ペ ー パ ー に は 、X 方 向 の み シ ザ リ ン グ 機 能 が N N 

あり ます 。 NN ここ ここ ここ ここ こさ 
e ロー ル ペ ー パ ー 以 外 で は 、+ ヤ 万 向 は 30 ス テッ プ 以 

上 進む と シ ザ リ ング 領域 に は いり ま す 。 ( 父 線 部 ガザ シ ザ リ ング 領域 ) 


ご の だ め 、 最 初 の 行 に て 、 ス ケー ル の 大 き な お 文字 を 
印字 させ ます と 上 部 が が ける こと が あり ます 。 こ の と き は 、 あ ら が じ め 紙 を し 上 コマ ンド ( 紙 送 リ 
キー は 使わ ない で くだ さい 。 に て 、 紙 を 送 つ て が ら 、EH 字 命令 を 実行 きせ て ぐだ さい 。 


* シ ザ リ ング 機能 は 便利 機能 で す が 、 プ ロブ プラ ム を 誤り ます と 仮想 領域 ご すべ て の 図形 を 書い て し 
まい 、 紙 上 に は な に も 書 が な いこ と に も な り ま す の で 、 プ ログ ラム を 作る に は 十分 注意 が 秘 要 で す 。 
eTAhHS 

色 の 指定 の チエ ッ ク (E SC 命令 で 0~3 に 指定 され る 色 の チエ ッ ク ) や イン キ 量 、 イ ン キ の 乾燥 を 


チエ ッ ク す る だ め の 命 令 で 、 次 の よう お 形 で キー 操作 を すれ ば 、5mmX5mm の 正 廊 形 を それ ぞ れ の 
色 で 書き ます 。 


カラ ー チ エン ジ キ ー を 押し た まま で 、 紙 送り キー を 押し て ぐだ さい 。 


イン ター フエ イス 仕様 


本 機 は 、2 種 類 の イン ター フエ イス 機能 を 内 蔵 し て いま す 。 

1 つ は (セン トロ ニク ス 社 規格 準拠 の ) パラ レル イン ター フエ イス と 、 も う 1 つ は E1A (米国 電子 
工業 会 ) RS-232C 規 格 に 準拠 し だ RS-232 じ イン ター フェ イス で す 。 

し 、R お -2392 ビ イン ター フエ イス に 準拠 し た イン ター フエ イス を 有する 装置 で あめ つて も 必ず し も 
全て の 装置 と 良好 に 情報 交換 が お こ な わ れる と は 限り ませ ん 。 

パラ レル イン ター フェ エイ ス 、RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス ご 使用 に 際 し て は 、 本 取扱 説明 書 及 び 接 続 
され る 機器 の 規格 な ご を 十分 ご 理解 し た うえ で お 使い くだ さい 。 


レル イジ ター ラキ イス 

(1) 入 D 方 Æ TTL レ ベル 8 ビッ ト パ ラ レル (セン トロ ニク ス 方 式 準拠 ) 
入力 コー ド JIS8 単 位 コ ー ド 

(2 入力 コネ ワダ 


Nt 
Nt 


(8 A ® 


コネ 信号 及び 説明 


at 明 


DSTB 


デー タダ スト ローブ 信号 
デー タ を 読み 込む ため の 信号 で 、 信 号 が “LOW UNIL 
と な つ だ 後に デー タ (DATA1 8) を 読み 込み ます 。 


DATA 1 
) 
DATA 8 


デー タバ ス 
8 ビッ ツ ト の デー タダ 信号 で 、 デ ー タ が “1” の と き "HIGH" 
レベ ル と し ます 。 


ACKNLG 


アク グン リッ ツジ 信号 
プリ ンタ が 、 デ ー タ の 読み 込み を 終了 する と 出力 し ます 。 
プリ ンタ の デー 要求 信号 こし て 使用 で きま す 。 


BUSY 


ビジ ー 信 号 
プリ ンタ が 処理 状態 を 示す 信号 で 、*HIGH” レベ ル の と き 
は 新た な 入力 デー タ は 読み 込め ませ ん 。 


SIGNAL GND 


信号 ブラ ンド 。 


SELECT 


プリ ンタ が パワー オン 状態 の と き 常に “HIGH' レベ ル と 
な り ま す 。 


NC 


空き 端子 (Non 一 Connection) 


SIGNAL GND 


信号 ブラ ンド 


F.G: 


筐 体 ブ ラン ド (Frame Ground) 


+5V 


プリ ンダ タダ 内 で 使用 し て いる 電源 の 十 DO Vo 


SIGNAL GND 


SSTI Ro 


プリ ンタ を 初期 状態 に する 信号 。 信 写 が “HIGH” レベ ル 
が ら 、"LOW" レ ベル に 立ち 下る と 、 初 期 状 態 へ の 動作 を 開 
始 し ます 。 


プリ ンタ が パフ ー オ ン 状 態 の と き 常に "HIGH' レ ベル と な り ま す 。 


空き 端子 (Non 一 Connection) 
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(④ 電 気 的 条件 


is 成 


Ma oc SN74LS 373 相 当 品 
o pe 
100Q 
1000 P|. EN 


2SC1317 相 当 品 


111 


+5 V 


K L BI247 相 当 品 


5 入力 信号 レベ ル ⑥ 出 力 信号 レベ ル 
HIGH レベ ル +2.4~+5.0V HIGH レベ ル +2.0~+5V 
LOW レベ ル +0.0~+0.4V LOW レベ ル +0.0~+0.8V 


の 信田 刀 タイ ミン シグ チャ ヤ ャ ー ド 


パラ レル DATA 
DATA タ イミ ンプ チャ ー ト 1~8 IS (MIN) 
10 ヵ S( MIN ) 


luS(MIN) 


0.5uS (MAX) 


BUSY 


lOuS(MAX) =—||1~14uS 
ACKNLG | 


Zo Sm28026 イ ンタ テッ モエ イズ 


(yt 样 


ポー レレ イド 
デア = g 
パリ ティ ビッ ト 
APY IOUT 


(2 入力 コネ ワダ 


名 


調歩 同期 (非同期 ) 方式 
EIADRS—232C (JIS C—6361) 

1200 

/ ま だ は 8 ビッ ト (ディ ッ プ スイ ツチ に て 切替 ) 
な し 

デー タダ が ガ 7 アビ ッ ト 時 : 2 スト ツ プ ビッ ト 

デー が ガ 8 ビッ ト 時 : 1 スト ッ プ ビッ ト 


称 


十 12V 


BUSY 


SIGNAL GND 


DATA 


成 


CLEP 
Tai SN 7515448 4 ah 


と ゴゴ --= 


a | SN75150 相当 品 
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5 入力 信号 レベ ル 
HIGH レベ ル =+3ー+15V 
LOW レベ ル =ー3~-15V 


@⑥ 出 力 信号 レベ ル 
HIGH LAIL=+5~+10V (負荷 3ー7K) 
LOW レベ ル =ー5ーー10V (負荷 3ー7KS) 


の 人 出力 タイ ミン グチ ャ ー ト 
RS—2320 
DATA タ イミ ンプ ブ チャ ー ト 


za (ee fofo] o e o 


80~120 4S 


BUSY 


スン ご 注意 TIT ペー で ーー RRR TL E E E E PAPA PRD PCa a IIE COR PPR RRA Raa PP RP 
e 本 機 は 、 デ アッ プス イッ ツチ を 切り みえ る こと で 、 入 力 信号 レベ ル ( の み ) を RS-232C 
レベ ル (L1) HA. TTLUAIL (L2) に 変更 で きま す 。 各 レ ベル で の HIGH、 ; 
LOW レ ベル は 下 表 の よう に な り ま す ( 通 常 は し 1 の 方 で ご 使用 下さ い ) 


~ 人 ~ 


へ ヘー ンマ 


~~ 人 ~ 人 ~ 人 ~~ 人 ~~ 人 ~~ 


$ 
; 
LACRS=2320) LecT TL) ? 
, 


和 ~~ 人 ~ 和 ~ 


HIGH_ レ ベル Fore PTS FI FIIV 


LOW レベ ル Soy 0 


eo 
? 
? 
2 
¢ 
? 


コマ ンド 説明 


プリ ンタ ヘ デ ー タ を 送る と き は 、BAS | C の コマ ンド を 用 いて くだ さい 。BAS | COMBE 
述 し ます 、1. モード 指定 命令 , の .T ヒ EXT モー ド に お ける コマ ンド 内 に て 〔( HH) と 表現 し て いる 
mB) IKCHRSC ) を 使い ます 。 
( 例 ) モー ド 指 定 命令 の 内 TXT モ ー ド へ の 命令 は 

ESC (BAHL -t a” 

g 

CHR$ (27) ; “a” 

と な り ま す 。 


1 . モー ド 指 定 命令 


本 機 に は 、TEXT モ ー ド と GRAPH モ ー ド の 2 つの モー ド が あり ます 。 TEXT モ ー ド で は 
ペン プリ ンタ と し て 、GRAPH モ ー ド で は プロ ッ タ と し て の 機能 を 持っ て いま す 。 な お 電源 投 
AR (初期 状態 ) や リセ ッ ト ボ タン を 押し だ と き 、 お よび EXPRM 信 号 (パラ レル イン ター 


フエ イス ) を 受信 し だ と き は 、TEXT モ ー ド に な っ つて いま す 。 
ESC BH] +*a’ 
A 命令 


GRAPH モ ー ド へ の 切換 え ……… ESC [16H] +*b" 


TEX TERA OUR 


2 .、TTEX く XT モー ド に お ける コマ ンド 


() BS CO OH eee パッ クス ペー ス 
ペン ガー 文字 分 前 へ も ご り ま す 。 だ だ し 行 の 先頭 位置 (左端 ) に ペン が ある と き は 、 ご この 病 
令 を 無視 し ます 。 

a LE OAR oo ラマ イジ フィ ー ド 
ペー パー ガー 行 分 送ら れ ま す 。 ペン 位置 に 変更 は あり ませ ん 。 

(BE LU LOBE s+ ライ ジア ツブ 


ペー パー が ーー 行 分 も ど さ れ ます 。 ペン 位置 に 変更 は あり ませ ん 。 


4 CR CODH) se キャ リッ ジリ ター シン 


その 行 の 先頭 位置 に ペン が 移動 し ます 。 ディ ッ プ ・ ス イッ チ の CR て CR 上 F が CR 


し LF 側 に ある と き は 、 次 の 行 の 先頭 位置 に ペン が 移動 し ます 。 
(6) SOOO. EM) で つう ッ シフ ト ア ウト 
この 命令 実行 後 の E] 字 デー タ は 、 付 録 1 の キヤ ラク タ を 印字 し ます 。 
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© SI(OFH) …… シフ トイ ン 
この 命令 実行 後 の EU 字 デー ター は 、 付 録 2 の 漂 字 の キャ ラク タ を 印字 し ます 。( ご の 命令 は 、 
JIS 漢 字 コ ー ド の 漢字 に の み 有 効 こ と な り ま すご 
© 本体 後 面 の デイ ンプ スイ ッ チ SW3 は 必ず JIS と し て くだ さい 、RS-232C に て 動作 させ 
る と き は 、SW1| は 必ず 8 ビ ピット と し て くだ さい 。 

7) ESC (1BH) Hate E-KBE (TEXTE-KA) 
TEXT モ ー ド 状態 に 設定 され ます 。 

8) ESC (1BH) +*b"……… モ ー ド 変更 (GRAPH モー ド へ ) 
GRAPH モ ー ド 状態 に 設定 され ます 。 

9 ESC (1BH) +°9"+"a"~"0" (キャ ラフ タス ケー ルセット ) 
付録 1 の キヤ ラフ タ ・ コ ー ド 表 中 の キャ ラク タ (20Hー7FH と A0HDFH) の 大 き さ 
を 設定 し ます 。 最小 文字 (E SC 十 “?" 十 “a”) に 対す る 倍率 を 5 段階 (X 1 て Ca) 一 X5 
(o)) に 設定 で きま す 。 


初期 状態 は X 々 の (て b) で す 。 

GID ESC+ SP?’ +%a" 文字 サイ ズ 0.8” X1.2" mm (4X6step) 
MEY 于 1.2 mC 6steD) 
改行 ピッ ツチ 2.4 m C 12step) 

ESCT+ 9 "十 "b” 文字 サイ ズ 1.6” X2.44 mm (8X12step) 
桁 ビ ピッ チ 2.4 m C 12step) 
改行 ピッ ツチ 4.8 mC 24step) 


Ck stepe 本 機 の 分 解 能 こ て 、 1 step 0.2mm で すめ 
0 ESC (1BH) +“?"+"A’~“O” (漢字 スケ ー ル セッ ト ) 


付録 の の 漢字 の 大 き さ を 設定 し ます 。 最小 文字 CESCH+*P"+“A”) に 対す る 倍率 を 15 
段階 Cx1(AD う 一 X15( 〇 )) に 設定 で きま す 。 

初期 状態 は 1(A) で す 。 

BID ESCT+ ?了 十 A” 文字 サイ ズ 2.8W X3.0" mm (4X15step) 


HEYF 3.6 mm( 18step) 
改行 ピッ ツチ 4.8 mm( 24step) 
ESCT+ "+"B” 文字 サイ ズ 5.6” X6.0" mm (28X30step) 
HEYF 7.2 mC 36step) 
改行 ツチ 9.6 m C 48step) 


i) ESC (1 BH). +"0"—"3" (ラー セッ ト ) 
文字 な どの 色 指 定 を お こない ます 。 
ESC+0 黑色 
ESC+1 青色 
ESC+2 緑色 
ESC+3 赤色 


3. GRAPH モ ー ド に お ける コマ ンド 
(1) し 命令 ……… 点 線 指定 
線 を 書く 場合 に 、 線 の 種類 を 指定 し ます 。 
次 の よう な お 形 で 指定 し ます 。 
Lit 
( 例 ) "LO” (実線 を 指定 を し ます ) 
式 の 値 は 0 一 15 ま で 使用 で き 、 線 の 種類 は 下 表 の よう に な り ま す 。 
式 の 値 RO 種類 


0( 初 期 状 態 ) 


> 


> 


1 
2 
3 
4 
9 
6 
/ 
8 
9 
0 
1 
2 
3 
4 
5 


(2) ARS ENEE (TEXT モ ー ド へ ) 
TEXT モ ー ド 状態 に 設定 され ます 。 
コン トロ ー ル コー ド で 説明 し だ 、ESC+ "a” と 同じ 内 容 で す 。 
( 例 ) "A" 
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(3) 口 命 售 ROTATE (文字 回 転 ) 


(4) 


文字 の 向き (OSHA) CHETSHDC. RØKSKÆTEÆL ST. 

Q 式 31 
式 の 値 を り 0 一 3 に する こと に より 、 文 字 方 向 が 
右 に 示す よう に な り 、 矢 印 方 向 に お むつ て 印 字 
が お こ な わ れ ま す 。 


ABC 


ogyv ABC =} 


Sp 


> 
CB) “Q1” > 
e A 命 令 お よび ESC+ “a* ガ 実行 され ます と 、 
文字 の 向き は 自動 的 に 0 の 方 向 が 指定 され ます 。 vi 


M 命 令 ……… 絶対 移動 (ベン アッ プ で ) 
ペン の 位置 を 原点 びら X 軸 、Y 電 万 向 に 移動 させ る 命令 で 、 次 の よう お 形 で 指定 し ます 。 
M XY1 スグ イク es Xn ,Yn(h= ぐ や) 
X1 の 値 で X 軸 方 向 へ 、Y 1 の 値 で Y 軸 方 向 へ の 秘 動 量 を 指定 し ます 。 
AMATORES A 2 Cee oe Xn, Yn と 指定 可能 で す 。 この と き ペ ン は 、 座 標 
(X1,Y 1) に 移動 後 、 座標 (X2, Y2)、…… 座 標 (Xn, Yn) まで 移動 し ます 。 
C “M100,0,100,100" (X 方 向 に 20m, Y 方 向 に 20m 移 動 し ます の 
eX, Y の 値 は 、+999 ま で 指定 可能 で 、 ペ ン 最 小 移 動 量 は 0.2mm に な り ま す 。 
Raw 相対 移動 (ベン アッ プ で ) 
Fh Ale YN X23 YZ Xn, Yn (Nn=~) 
現在 ペン の ある 位置 を 原点 と し て 、 そ の 位置 お ら の 座標 に より (X1,Y1) で 示さ れる 
座標 位置 まで ペン を 移動 し ます 。 
e その ほ び が は 、M 病 令 と 同様 の 形 で 使用 し ます 。 
Dir ss 絶対 移動 (ベン ダウ ン で ) 


DXI YA A2, Ys Xn,Yn (n=>) 
現在 ペン の ある 位置 グ ら (X1, Y1) で 示さ れる 座標 位置 まで 線 を 書き ます 。 


CA “D100,0,100, 100,0,100,0,0" (一辺 20mm の 正方 形 を 書き ます の 
e その ほ が は 、M 症 令 と 同様 の 形 で 使用 し ます 。 
Wr 相対 移動 (ベン ダウ ン で ) 
も YY る で の の Xn, Yn (n=) 
現在 ペン の ある 位置 を 原点 と し て 、 そ の 位置 ら の 座標 ご より (X1,Y1) で 示さ れる 
座標 位置 まで 線 を 書き ます 。 
( 例 ) “J100,0,0,100,-100,0,0,-100” (一 辺 20m の 正方 形 を 書き ます 。) 
e その は が は 、M 病 令 と 同様 の 形 で 使用 し ます 。 


(8) 


| OO 原点 指定 (Initialized) 


現在 ペン の ある 位置 を 、X, Y 座 標 の 原点 (X=0, Y=0) に 設定 し ます 。 


ESC+ *b" で GRAPH モ ー ド が ガ が 指定 さ ね だ と き は ペン が ガ 左 端 に も ご どり 、 そ の 位置 が 原 
点 に な り ま す 。 図形 を 書く 場合 な ど で は 、 原点 が 左端 に あめ る と 書き に ぐい 場合 な ど が あり 
ます の で 、 だ と えば M 命 令 で 、 任 意 の 位置 に ペン を 移動 させ 、 | 命令 で 原点 指定 を し て 、 


その 位置 を 基点 と し て 図形 な ど を 書き ます 。 

gi) 中 
His sieeve 原点 復帰 (Home) 

ペン を あげ だ 状態 で 原点 に も どり ます 。 

CBI) "H" 
P 命 令 …… 文 字 印 字 

GRAPH モ ー ド で 、 文字 を 印字 させ る 命令 で 、 次 の よう な 形 で 指定 し ます 。 
P C1C2…Cn (n=~) 

印字 させ よう と ざる 文字 1 〇 2……On の 先頭 に じ を つけ て ぐだ さい 。 
(ØD "PABCDEFG" (ABCDEFG を 印字 し ます 。) 
e 文 字 が 1 行 に 印字 可能 な 桁 数 を 超え だ と き は 、 そ の 場所 で シ ザ リ ング し ます 。 


@「EX「 モ ー ド に お ける 、 キ ヤラ クタ スケ ー ル 、 漢 字 ス ケー ル 、 カ ラー セッ ツ ト は 、GRAFH 


モー ド に お いて も 、「 ヒ EX モー ド と 同一 の も の が 保持 され ます 。 
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4) TEXT・GRAPH モ ー ド に 関 際 な ぐ 有 効 な お コマ ンド は 、 下 記 の 通り で す 。 
ESOT で の ツン の (キヤ ャ ラク タダ スケ ー ル セッ ト ) 
ESCH P? HA~ O” (漢字 スケ ー ル セッ ト ) 


ESOP Oe (の ラー セッ トド ) 
SGC 十 "g" CTEXT モ ー ド ) 
ESC’ b” (GRAPH モ ー ド ) 


BB. ESC+ “ga” 実行 時 、 〇 命令 を 0 に 設定 し 、 ペ ン を 左端 に も ご し て 、 そ の 上 京 を 原点 
に 設定 し ます 。 ま だ し 命令 は 保持 され ます 。 
(2) デー タ 読 み 込み 万 法 
e 初 め に ご ' "(ブラ ンク) が あれ ば 、 こ の ブラ ンク は 無視 し ます 。 
@ 数 字 が 3 桁 以 上 あれ ば 、 下 3 桁 を 有効 こし ます 。 
e 1 何 の デ ー タ の 終り は 、* 4” (カンマ) まだ は 、 ご CR コー ド と し 、 数 字 以 外 の 文字 が ある 
と 、 そ の 文字 が ら 次 の カン マ ま だ は 、 ご CR コー ド ま で を 無視 し ます 。 
(Bl) 
Deira 2 90 ……< 
人 無視 し ます 。 

( TE ヒ XT「・GRAPH 設 定 コ マン ド は 、CR ま だ は し コー ド の 後に の み 有 効 で す 。 

4) GRAPH モ ー ド に て 、 動 作 中 に ポケ コン 、 パ ソコ ン な ど ご を 強制 的 に 停止 きせ た と き 、 本 機 
は デー タ 待 ち に な り 、 紙 送り キー・ 逆 紙 送 り キ ー・ カ ラー チエ ンジ キー ガ 動 作 し な ぐ な り ま 
Do 
ご の と き は 、「 ご CR コー ド を 送る 」(GRAPH モ ー ド は 保持 され ます ) まだ は 、 本体 後面 の 
「 リ リセ ツ ト ボ タン を 押す 」 お が し て ぐだ さい 。 

6 M,O,R, JAR CHE CESIEIS, IE TTA, R, J 命令 を 複数 以上 入力 し だ 時 の 指 
定 値 は 、+2047/~- 2048 ま で 可能 で す 。 
これ 以上 の 指定 を お こ な う と 、 プ リン タダ は 、! リ セッ ト ボ タダ タン を 押し だ と き と 同 じ 、 初 期 状態 
と な り ま す 。 


は DI6PS て 、 


漢字 印字 (JIS 第 1 水準 +。 


約 9,500 文 字 ) を お こ な う に は 、 別 売 の 漢 


FROM (CE -515M) が 必要 で す 。 ご この 漢字 ROM の キヤ ラク ター コー ド は JIS C-6226- 
1976 に 準拠 し て いま す 。 


FSI 


機 な どの メ 


漢字 の ココ 
汉字 RO 

JIS 
ー ド で ば 
漢字 RO 


eid 


字 に は それ ぞ れ 2 バイ ト の 文字 コー ド が 与え られ て お り 、 次 の 2 系 統 が あり ます 。 
ー ド (以 下 J 1S コ ー ド と 呼び ます ) 


| + — 


S 漢 字 コ 


ー ド と は 日 


シフ ト J 1S 漢字 コー ド (以下 シフ ト J 1S コ ー ド と 呼び ます ) 


本 工業 規格 で 定め られ た だ も の で す 。 シ フト J | コード は 、 漢 字 が 実際 に 計算 


モリ 内 に 記憶 され る 形式 で す 。 


ー ド は 付録 の を 参照 し て くだ さい 。 


M(CE-515M) で 使用 で きる 文字 の 範囲 は 、 
コー ド ビ の 第 1 パイ トド が 。、 ZA Fh. 第 2 パイ ト が に 2 日 7 フ ビ EH に 、 シフ ト J 1 SI 
、 第 1 バイト が 、 81Hー98H、 第 2 バイ ト ガ 40Hー7EH、80HーFCH に な り ま す 。 


M は 、 セ ッ ト 旗 面 の ROM カ バー を あけ 
れ ば 、 取 りつ ける こと が で きま す 。 

だ だ し 、 こ の ROM カ バー は 、 漢 字 ROM を 取 
りつ ける と き に の み 開 閉じ し 、 通 常 は あけ な いで 
ぐだ さい 。 む や み に 開 閥 する と 、 改 障 の 原因 と 
な り ま す 。 


万 法 は 漢字 ROM の 説明 書 を 参照 くだ さい 。 


( 例 ) PC—1500 (1501) 十 CE 一 158 (RIZCE—162E) に て 、“ 津 和 野 "を 印字 させ る プロ グラ 
リス ト で す 。 


ly: 


18 
20 
30 
49 
SQ 
62 
ノウ 
BØ 
38 


DPN "LPRT" 


LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
END 


CHR$ 
CHR 囊 
CHRS 
CHRS 
CHR$ 
CHR$ 
CHRS 


&1B3 "a's 

&1B3 "PB": 
&BF 5 

8443 CHR$ &453 
g4F CHRE &423 
&4CjCHR$ &6E; 
&BE 


FEDE TERE Ta TEXTESE 


Ws. プイ ゴン シル 


ei ee ミズ に ジウ ト 


2/ 


it 样 
形 v. CE=515P 


印字 方式  X、Y 軸 プロ ッ タ 方 式 

印 F 桁 最大 160 桁 (A4 カ ッ ト ペ ー パ ー、 最 小文字 ) 

文字 サイ ズ 0.8mmx1.2mm~12mmx18mm の 15 種 類 (標準 キヤ ラノ) 
2.8mm x3.0mm~42mm X45mm の 15 種 類 (漢字 キヤ ラノ) 

印 F 色 46 GAR A mR mM 

文字 印字 方向 450 (上 下 左右 ) 

最小 移動 幅 0.2m 

印 字 速度 最大 10 文 字 / 秒 / 英 数 文字 を 最小 文字 サイ ズ で EH 字 し だ とき の 平均 速度 。 

印字 速度 は 印字 文 の 内 容 に より 変化 し ます 。 

記 Ro 紙 "ロー ル ペ ー パ ー 外 径 25mm 以 下 、 内 径 8mm、 幅 114mm (別売 品 : EA —515P) 
カッ トペ ー パ ー _ 紙 厚 70x 一 400w 

電 源  AC100V 50/60Hz 

消费 电力 23W 

使 用 温度 5 で ~40C 

外 形 寸法 幅 330mx 奥 行 160mmx 高 さ /5m (突起 物 は 際 ぐ ) 

1.6kg( 付 属 品 を 除 ぐ ) 

ダス トカ バー、 ロ ー ル ペー パー1 巻 、 か ッ ト に ペー パー10 枚 、 ペ ン ( 黒 、 青 、 緑 、 赤 導 1 本 ) 

取扱 説明 書 、 シ ヤー プ サ ー ビ ス ・ ず お客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 、 ロ ー ル 電 


KB 
50 Wi 


付録 一 1、 キャ ヤラ フタ ・ コ ー ド 表 


っ 4 ビビ ツ ツ た 


e 本 機 の キャ ラク タコ ー ド は 、 ソ JIS C-6220 8 単位 符号 に 準拠 し て お り ま す (だ だ し 、 
7CH>"!", 7FH>"'R", AOH>" ” (スペ ー ス ) 在 印字 未 可 。 

eS 局 は スペ ー ス を 意味 し 、 何 も 印字 せ ず に 次 の 文字 位置 へ 進み ます 。 

@ 空白 は 未定 義 コ ー ド に て 、 何 も EU 字 し ませ ん 。 

e 本 機 用 に プロ ブラム を 組ま れる と き は 、 本 機 の キャ ラク タコ ー ド 、 コ マン ド を 必ず お 使 
いのうえ 、 プロ グラ ム を 作成 し て ぐだ さい 。 
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付録 一 2. 漢字 コー ド 表 


eSHIFT JIS コ ー ド と JIS コー ド は 16 進 数 で 表示 し ます 。 
e 苔 キ ヤラ クタ の コー ド の 求め 万 の 例 を 示し ます 。 

『 塩 」 と いう 文字 の SHIF T JIS コ ー ド を 求め る 場合 。 音 読み で 「 え ん 」 な の で 「 え 」 の 欄 を 捜す 
& SHIFT JIS コ ー ド ガ 8990 で は じ ま る 行 に ある こと が わが り ま す 。『 塩 を 上 へ だ ど つ て い ぐ < と 
16 進 コー ド の 6 の 位置 に あめ る こと が わが り ま す 。 ご の 場合 、" 塩 」 の 内 部 コー ド は 8990 十 6 で 8996 と な 
のり ます 。 同様 に し て 『 塩 」 の り JIS コー ド は 3176 と な り ま す 。 


e AGES 

文部 省 が 人 名 用 と し て 特別 に 定め だ 漢字 166 字 の うち 、J1S 第 1 水準 に 含ま れ て いな い 14 字 を 、 J 
ー ド 表 最 後に 配列 し て いま す 。 
@ 半角 文字 

ひら が な 、 カ タカ ナ 、 漢 字 は 全角 文字 (14x15step…… 最小 文字 の と き ) で す が 、 英 ・ 数 字 や 一 部 
の 記号 は 横幅 が 半分 の 半角 文字 (7 x15step…… 最 小文字 の と き ) を 利用 で きま す 。 

半角 文字 ・ 記 号 は 下記 の と お り で す 。 


FT JIS | iea k 
ーー ド vis 


C.D 


2670 |P Q R SiT U V W:X 


(JIS コ ー ド 223E に は 、 半 朋 文 字 の スペ ー ス が あり ます め 


36 


SHIFT JIS 
了 ド 


SHIFT JIS 
a= F 
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SHIFT JIS 
コー 下 


olilzlsl*lslel7lslsIAlmlclplElFl| 
b あ いい 5 J 212 5 お mim き ぎ < 


+ 


お 
ひ 
も 
を 
ア 
aps 
# 
ヒ 
£ 
7 
B 
> 
B 


a 


vojaj] 


SHIFT JIS 
コー ド 


1 
+ ! 
T り 

1 


BR 


衛 ik! BH 


タロ 
On 


HAZ 
EA 1 
i 


疫 益 !! 


He 援 | 


DAS 


Kx 


屋 憶 K H る 


伽 価 佳 加 ! 可 g 


夏 iğ 


ie 


k 珂 Hh Fe! RR fi 


花 


=} 


=. 
i 
一 


EH 


ste 


RS | FX 


+F 


att 


= 


| 4 
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SIREIR 

敢 HE 榨 

EH 
Ai | 第 


{x 


1 
1 
1 
T 
1 
1 
1 
T 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
T 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
+ 
1 
1 
T 
1 
1 
1 
+ 
1 
1 
1 


' 
1 
1 

+ 
1 
1 
1 
1 


SHIFT JIS 
コ — 下 


EN 


-4 ------+--- tee 


eH 
a 
mt 


ae 


ct | HR | YE 


= 


x 


SHI 
a 


FT JIS 
一 下 
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SHIFT JIS 
ョ コー ピード 


3 


時 


SN 


dr 


mt 


ot | Bt 


Ae 
に 


Sa 


SHIFT JIS 
a ド 
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SHIFT JIS 
= iE 


1 
+ 
1 
1 
j 
1 
1 
+ 
1 
1 
1 
1 
T 
1 
1 
1 
T 
' 
' 
1 
1 
1 


例 | 


准 


E 列 | 劣 


付録 一 3. 各 計 算 機 と の 接続 
(1) キヤ ャ ラク タダ ・*・ コー ド ビ つ いで 
本 機 の キヤ ラク タ ・ コ ー ド は 、J | S8 単 位 に 準拠 し て お り ま す 。 コ ー ド 表 ( 付 録 -1 参 照 ) 中 の 、 
00H+1FH. 80H—9FHRUE 0 Hー ビ 上 HH に は キヤ ラク タ は 、 定 義 し て お り ま せん 。 
計算 機 が 持つ 、 ご の コー ド 上 の プラ フィ ッ ク な どの キャ ラク タダ は 、CR 1 (ある い は LCD) 
に て 表示 され て いて も 本 機 に は EU 字 され ませ ん 。 
本 機 に な い キ ヤラ クタ を 計算 機 お ら 送 られ る と 、 そ の キヤ ラク は 無視 され 、 本 機 に ある 
キャ ヤラ クタ が ぐる と 印字 を 再開 し ます 。 
@PC-1500 (ある い は 1501) と 、 カ ナ モ ジ ユ ー ル CE-157 (まだ は カナ テー プ CE-156、 あ 
る い は C ビ -162E) を お 使い の と き は 、80H~9FH と E0H~E5H の キャ ヤラ クタ は 印字 し 
ませ ん が 、A0H の キヤ ラクダ タ に つい て は (スペ ー ス ) を 印字 し ます 。 
@PC-5000.M Z -500R UM Z -3500 の 80Hー9FH と E0Hー ビ 上 HH の キヤ ラク タ は 印字 さ 
れ ま せん 。 
人 計算機 ら 本 機 へ の DA TA 転送 は 、 キ ヤラ クタ ・ パ ター ン で は な ぐ 、 キ ャ ヤラ クタ ・ コ ー 
ド に て 実行 きれ ます の で 、 計 算 機 の キヤ ラク と 本 機 の 印字 が 異な る 場合 が お あ り ま す 。 
2) 改行 コー ド に つい て 
本 機 の 改行 コー ド は 、CRC 0 DH) で す 。 計算 機 等 の 初期 状態 に て 、 改 行 コ ー ド が LFC0 AH) 
の も の は 、CR (0 DH) に 変更 し て 下さ い 。 


計 算 机 初期 より の 変更 | DIP SW4 

i | CE-158 (パラ レル ) | 必要 ON 

is | CE-158 (シリ アル ) 不要 ON 

| CE-162E (パラレル) 不要 ON 

PC-5000 (シリ アル ) 不要 ON 

MZ-3500 (パラ レル ) (AD) ON 

MZ -5500 (パラ レル ) 必要 ON 
を PC-1500+CE-158 で は CONSOLE 文 に て 設定 し て 下さ い 。 


を る MZ-5500 で は CP/M-86 の ユー ティ リティ コマ ンド (| NS T AL し L う 2 を つが ガ が い 設 定 し て 


ぐだ さい 。 
$MZ -3500 で は 、PR INT 文 で 印 守 す る と き Hl) の よう に : CHRS$ (13) ; を 最後 
に 付け て 下さ い 。 


( 例 ) 100 PRINT “ABCD” ;CHRS (13); 尚 、 デ ィ レ クト リ ・ ト レー スズ ・ 
リス ト 印 守 は CRC0 DH) コ ー ド ガ が 計算 機 お ら 送 られ な い だ め で きま せん 。 


(3) 自動 改行 に つい て 


本 机 在 TEXT MODE に て 使用 され る と き に 計算 機 お ら の DA TA 数 ガ 、 そ の 時 に 設定 され 


だ 桁 数 を オー バー する こ 、 本 機 は 自動 的 に CR/LF を し て 印 を 続行 し ます 、 こ の 為 リ スト 印 な 
ど で 計 算 機 が お ら の DA TA 出力 未 尾 と 本 機 の 自動 改行 こ が 重 な る と 、1 行 空き の 印字 と な り ま す 。 
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(4)PC—1500 (1501) 十 CE 一 158 


(ある い は CE ヒー162E) と の 接続 (パラ レル ) ※ 
④ 標 準 文字 で プロ グラ ムリ スト を 印字 する 場合 


OPN "LPRT" [ENTER 
CONSOLE 8:8 

LPRINT CHR$ &1B;"?b" [ENTER 
LPRINT CHR$ &1B3"a" | ENTER 


LLIST [ENTER 
@ 最 小文字 で asco” を 印字 する 場合 


18 OPN "LPRT" 

2@ CONSOLE 8:8 

30 LPRINT CHR$ &1B3"a" 
40 LPRINT CHR$ &1B5"?a" 
SØ LPRINT "ABCD" 

6@ END 


③ 直 線 を 4 色 に て 印字 する 場合 


19 OPN "LPRT" 

20 CONSOLE 8:8 

30 LPRINT CHR$ &1B3"b" 

4@ LPRINT "I" 

S9 FOR A=8 TO 3 

BØ LPRINT CHR$ &1B;CHR$ (&30+A) 
70 LPRINT "J186;0" 

80 NEXT A 

90 LPRINT "H" 

180 END 


※ ピ ビー4500(501) 十 ビ ヒ ー158 と ど 、 RS= 
232C |/F に て 接続 する と き は 、 
OPN "LPRT" 
の が わり に 


SETCOM 12998 ぅ Ni 1 
CSETCOM 1288: 75N; 2) 
DUTSTaT @ 

SETDEU PO 


と し て ぐだ さい 。 
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56P ビ ー5000 と の 接続 (RS 一 232C) 


④ 標 準 文字 で プロ グラ ムリ スト を 印字 する 場合 


OPEN "COIH1:1299 ぅ N:8 1 CS の DS65999 CDA, 
"AS #2 U 
PRINT #23CHR$(27)5"?b" Z 
PRINT #2;CHR$(27)3"a" VY 
CLOSE #2 UY 


LIST» "COM1:128@;N;>8;1.CS@,DS6580@8;CD8" [7 


@ 最 小文字 で 、 ヾ aBcp? を 印字 する 場合 


19 OPEN "COH1: 1289N: 8 1 CSg, DS65999, CD» 
“AS #2 

28 PRINT #2,CHR$ (C27)3 "Pa" 

38 PRINT #2, CHR$(22) 3 "oa" 

49 PRINT #2; "ABCD" 

DØ: CLOSE #2 

69 END 


⑯MZ-5500 と の 接続 (パラ レル ) 


BASIC 起 動 前 に 、 〇 P/M-86 の ユー ティ リティ コ 
マン ド (INSTALL 命令 ) の パラ メー タ を 設定 し て 
ぐだ さい 。 

INSTALL Z 


OTHER Z 
160 Ø eee 最大 印字 桁 
$OD 2 
SOF Oe 漢字 In コー ド 

SOE J eree 漢字 out コ ー ド 


④ 標 準 文字 で プロ グラ ムリ スト を 印字 する 場合 
(BASIC- 1 まだ は BASIC-2 を 使用 する と き ) 


PRINT/P CHR$($1B)5"?b" J 
PRINT/“P CHR$ ($1B);}"a" D 
LISTZP 加 


_ 付録 一 4. サン プル プロ グラ ム 


图 概要 


この プロ グラ ム は 、PC-1500 (1501) 十 CE 一 158 (ある い は CEー162E) に て カラ ー プ 


ッ タ プリ ンダ CEー515P を 動作 させ る プロ グラム 例 で す 。 沿 メモ リー 容量 の 関係 ひ お ら び ヒー 


151 以 上 の メモ リー 容量 を も つ RAM モ ジコ ユー ル が 必要 で す (PCー150 1 は 不要 )。 
漢字 印字 を 行い ます の で 、C ヒ ビー515M が 和 め 要 で す 。 
ある 年 度 の 営業 支店 別 の 売上 構成 を 円 プラ フ 及 び 表 に し て プリ ント し ます 。 


画 使 い 方 
1. 準 備 
( イ ) プ リン 用 紙 は が 、 ロ ー ル ペー パー 
(414mm) 以 上 の も の を 使用 ぐだ さい 。 
( 口 ) 本 体 後面 の デイ ツ プ スイ ツチ は 


と し て くだ さい (1 、 5 は どちら で も 
ガ ま いま せん )。 

2LAD 

(RUN で プロ グラ ム を 開 
始 し ます 。 

( 口 ) 年 度 值 ( 西 歴 ) を 入力 し ます 。 

(/ 各 支 店 の 売上 高 ( 億 円 単位 ) を 入力 し ま 
So 入力 は 整数 部 5 桁 、 小 数 部 1 桁 ま 
で 入力 で きま す 。 


一 キー 操作 手順 


キキ = AD 
RUN 


3. 出 D 

洗 支 店 別売 上 構成 比 を 円 ブラ フ で 、 将 支店 
売上 高 、 構 成 比 を 数 値 で プリ ンタ に 出力 し 
ます 。 


mp) 题 


ある 会 社 の 1984 年 度 支店 別売 上 高 を 入力 し 、 


支店 別売 上 構成 を 円 ブラ フ と 、 表 で プリ ン 
ト に し ます 。 


EH E 、 UER 
W R 店 400( 人 円) 
东京 店 | 1.000 

| 名 古屋 店 | 650 

| 大 阪 店 | egoo | 
8 @ 店 700 | 

[> e 店 800 | 


年 度 の 入力 待ち 


1984 (ENTER 


UNIT wo OKU 


売上 高 の 和 信 力 予告 


EN desu 


東京 本 店 の 売上 高 入力 待ち 


ぐり 返し ます 
OKINAWA ? 


沖縄 叉 店 の 売上 高 入力 待ち 


プリ ンダ に 出力 し 、 プロ グラ ん 終了 


700 


8g9 (ENTER 


OKINAWA ? Bae 
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画 プ ログ ラム リスト 


1B REM KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKA 

11 REM x SHITEN BETSU URIAGE x 

1 2 REM  XXKKXKKKKKKKKKKKKKKKKKKK 

2@ CLEAR 

38 OPN "LPRT":CONSOLE 8,0 

40 WAIT 9 

180 DIM ACS>»B¢CS> 

119 INPUT "? NEN DO DESUKA"SY 

120 PRINT "URIRGE O INPUT NEGAIMASU":B 
EEP 18 

425 PRINT “UNIT wa OKU EN desu ":BEEP 
18 

139 INPUT "SAPPORO ? "3AC@) 

140 INPUT "TOKYO ? "JAC? 

150 INPUT "NAGOYA ?了 "3AC2) 

168 INPUT "OSAKA ? "3A(3) 

178 INPUT "FUKUOKA ?了 "3AC4) 

188 INPUT "OKINAWA ? "3A(5) 


190 FOR X=ØTO S: T=T+ACX): NEXT x 
200 FOR X=ØTO 5:B(X)=R(X う ネネ 199 ン TE:NEXT X 


293 REM *** TITLE PRINT xxx 

399 LPRINT CHR$ &1B3 "a" 

318 LPRINT CHR$ &1B3'"°B" 

320 LPRINT CHR$ &1B3 "2d" 

330 LPRINT CHR$ &@F:LPRINT CHR$ &213CH 
R$ &7A3 

340 LPRINT CHR$ &@E3 

359 LPRINT Yi; 

368 LPRINT CHR$ &@F3 

378 LPRINT CHR$ &475CHRS &2F3CHR$ &455 
CHR$ &59;CHR$ &3B)CHR$ &59;CHR$ &455 CHR$ 
&393CHR$ &4A; CHR$ &4C3 

388 LPRINT CHR$ &473CHR$ &64 CHR$ &3E5 


CHR$ &653CHR$ &39; CHR$ &625CHRS &215CHRS 
&7A;5 
398 
488 
418 
420 
430 
440 
450 
460 
470 


LPRINT CHR$ &@E3 

LPRINT CHR$ &1B3 "b" 
LPRINT "M20@,-220":LPRINT 
GOSUB "C" 

GOSUB "D" 

GOSUB "E" 

LPRINT "M-288;-240" 

GOSUB "F" 

LPRINT CHR$ &@E:LPRINT CHR$ &1B; "7? 


wpe 


482 
490 
588 
6828 
999 
1880 
1810 
1820 
1838 
1848 
18528 
1868 


GOSUB 
GOSUB 
LPRINT 
END 
REM xxx CIRCLE PRINT xxx 

"C" DEGREE 

LPRINT CHR$ &1B5 "Øg" 

C=COS 18:S=SIN 19 

LPRINT "M206; 6": X2=2080: Y2=@ 

FOR a=gTO 36 

Y1=Y2*C+X2*S: xX1=X2*C-Y2*S 

LPRINT “DMS R25 a SNS RS yh SVL. 


ng" 
"H" 
nan 


18078 X2=X1: Y2=Y1 


1888 NEXT A 

1898 RETURN 

1099 REM xxx CIRCLE DEVICE xxx 

1180 "D'LPRINT "N@,@":T1=@ 

1118 FOR =gTO 5 

1129 T1=T1+BCA) 

1138 X1=200XSIN (T1*※3.6): Y1=299*※CUS (T1 
* ネ 3.6) 

1149 LPRINT "DSX415 リ > TSY1 

1150 LPRINT "MO,0" 

1169 NEXT A 

1198 RETURN 

1199 REM xxx NAME PRINT xxx 

1200 "E"T1=8 

1210 FOR A=ØTO 5 

1220 T1=T1+BCAd72 

1230 X1=120XSIN (713.6): Y1=12@0xCOS (T1 
*3.6) 

1248 LPRINT OM FALI S "5 V4 

1250 LPRINT "P"3CHR$ (&41+A> 

1269 T1=T1+BCAD72 

1270 NEXT A 

1298 RETURN 

12993 REM *** TABLE PRINT xxx 

1308 "F"LPRINT "I" 

131@ LPRINT CHR$ &1B3"?A" 

1328 LPRINT "J4@@> 00s -288;-400> 0; 9 289 
1338 LPRINT "R@>-40" 

1340 LPRINT "D40@;-40" 

1359 LPRINT "M275;6" 

1368 LPRINT "D275)-286" 

1370 LPRINT "M125,-280" 

1388 LPRINT "D125,0" 

1399 REM xxx KOMOKU PRINT Xxx 

1400 LPRINT "MS5,-39" 

1410 LPRINT CHR$ &@F:LPRINT "P"3CHRS &4 
SCHR$ &39 

1429 LPRINT "M145,-38":LPRINT "P"3 


1439 LPRINT CHR$ &475CHR$ &643CHRS &3E5 
CHR$ &65}CHR$ &39)CHR$ &625CHR$ &215CHRS 
&4R CHR$ &323CHR$ &2F3CHR$ &31 CHR$ &SF 
> 

1449 LPRINT CHR$ &215CHR$ &4B 

145@ LPRINT "M29@,-38":LPRINT "P"3 

1460 LPRINT CHR$ &395CHR$ &3D; CHR$ 8405 
CHR$ &2E3CHR$ &485CHRS &66;CHR$ &215CHRS 
&4A3CHR$ &213CHRE &735CHR$ &21 CHR$ &4B 


1499 REM xxx TEN MEI PRINT Xxx 

1580 REM xxx A-SAPPORO xxx 

1510 LPRINT "M2@;-7@8":LPRINT "PT 

1520 LPRINT CHR$ &23jCHR$ &413CHRS &213 
CHR$ &3C3CHR$ &3B; CHR$ &25)CHR$ &4B5CHRS 
&5A 


153@ REM xxx B-TOKYO XXX 

1548 LPRINT "N29,»-118": LPRINT "P"; 

1550 LPRINT CHR$ &233CHRS &423CHR$ &213 
CHR$ &3C; CHR$ &455CHRS &6C3CHR$ &353 CHRS 
&7E 

1560 REM xxx C-NAGOYA xxx 

15720 LPRINT "N29,-158": LPRINT "P"3 

1589 LPRINT CHR$ &233CHR$ &435CHR$ &213 
CHR$ &3C;CHR$ 84C; CHR$ &3E;CHR$ &385 CHRS 
&455 CHR$ &32; CHR$ &3Ø 

1590 REM xxx D-OSAKA xxx 

1689 LPRINT "M2Ø»-19Ø":LPRINT "PS 

1610 LPRINT CHR$ &235CHRS &44;CHR$ &213 
CHR$ &3C; CHR$ 842; CHR$ 86725; CHR$ &3A3 CHR$ 
&65 

1620 REM xxx E-FUKUOKA xxx 

1639 LPRINT "N20>-238":LPRINT "Pp"; 

1649 LPRINT CHR$ &235CHR$ &45)CHR$ &215 
CHR$ &3C3CHRS &4ASCHRS &21 )CHR$ &323 CHRS 
&2C 

1650 REM xxx F-OKINAWA xxx 

1668 LPRINT "M2Q0.-278":LPRINT "P"5 

1670 LPRINT CHR$ &235CHRS &463CHRS &215 
CHR$ &3CjCHR$ &325CHRS &2D;CHR$ &463 CHRS 
&6C 

168@ RETURN 

16993 REM xxx URIAGE PRINT xxx 

1700 "G"FOR I=gTO 5 

1218 LPRINT "M125,"3-(709+1%4837:LPRINT " 
P"SUSING "######. #5 ACT) 

1720 NEXT I 

1730 RETURN 

17993 REM xxx KOSET PRINT xxx 

1890 "H"FOR I=ØTO 5 

1810 LPRINT "N390, "USING 3—(70+Ix4Ø3:L 
PRINT "P'3USING "###.#"3BC1) 

1820 NEXT I 

1838 RETURN 


k 1984 年 度 支店 列 


売上 高 ( 億 円 ) 


40 
100 
65 
90 
ノウ 
89 


O. 
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保 证 書 (保証 規定 ) 


本 書 は 、 本 書記 載 内 容 で 無料 修理 を させ て 頂く こと を お 約束 する も の で す 。 

保証 期間 中 に 故障 が 発生 し た 場合 は 、 製 品 と 本 書 を ご 持参 、 ご 提示 の 上 、 お 買上 げ の 販売 店 に ご 依頼 

ぐだ さい 。 

お 買上 げ 年 月 日 、 販 売店 名 な ご 記入 も れ が あり ます とこ 無効 と な り ま す 。 め ざ ご 確認 いた だ き 、 記 入 の 

な い 場 合 は お 買上 げ の 販売 店 に お 申し 出 こ くだ さい 。 

ご 転居 ・ ご 贈答 品 な ど で お 買上 げ 販 売店 に 修理 を ご 依頼 で き な い 場合 は 、 製 品 に 同 柄 し て お り ま す 「 シ 

ャ ー プ サー ビス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 を ご 覧 の 上 、 も より の サー ビス 会 社 へ ご 持参 くだ さい 。 

本 書 は 再発 行い た し ませ ん 。 だ いせ つ に 保管 し て くだ さい 。 

く 無料 修理 規定 > 

1 . 取扱 説明 書 ・ 本 体 注意 ラベ ル な ご の 注意 書 に し だ が つ だ 正常 な 使用 状態 で 、 保 証 期 間 内 に 故障 し 
だ 場合 に は 、 お 買上 げ 販 売店 、 ま だ は 当社 サー ビス 会 社 が 無料 修理 いた し ます 。 

2 . 保証 期間 内 で も 次 の 場合 に は 有料 修理 こ な り ます 。 

(1) 本 書 の ご 提示 が な い 場 合 。 

( 口 ) 本 書 に お 買上 げ 年 月 日 ・ お 客 様 名 ・ 販 売店 名 の 記入 が ない 場 合 、 ま だ は 字 匂 を 書き 換え られ だ 


je 
Oo 


UV 使用 上 の 誤り の 、 ま だ は 不当 お 修理 や 改造 に よる 改 障 ・ 損 傷 。 

( 二 ) お 買上 げ 後 に 落と され だ 場合 な ご に よる 故障 ・ 損 傷 。 

CR) 次 災 ・ 公 害 お よび 地震 ・ 風 水害 その 他 天災 地変 な ご 、 外 部 に 要因 が ある 改 障 ・ 損 傷 。 

(N 消耗 名 (ロー ル ペ ー パ ー、 カ ツ ト ペ ー パ ー、 ボ ー ル ペン ) が 損耗 し 取り 替え を 要する 場合 。 

3. 本 書 は 日 本 国内 に お いて の み 有 効 で す 。 

(THIS WARRANTY CARD IS ONLY VALID FOR SERVICE IN JAPAN.) 

& この 保証 書 は 本 書 に 明示 し だ 期間 ・ 条 件 の も と に お いて 無料 修理 を お 約束 する も の で す 。 し だ が だ がい 
まし て この 保証 書 に よ つ て お 客 様 の 法律 上 の 権利 を 制限 する も の で は あり ませ ん の で 、 保 証 期 間 経 
過 後 の 修理 な ど に つき まし て お わか のり に な ら な い 場 合 は お 買上 げ の 販売 店 、 ま だ は シヤ ー プ お 客 様 

ご 相談 窓口 に お 問い 合せ ぐだ さい 。 


修理 メモ | 


アフ ター サー ビス に つい て 


夫 修 理 を 依頼 さき れる と き は 
修理 は 、 お 買い あげ の 販売 店 に 、 本 機 の 品名 (カラ ー プ ロッ タプ リン タ )、 形 名 (CE -515P) お よ 
故障 状態 を くわ し ぐ ご 説明 い だ だ いて 、 お 申し つけ ぐだ さい 。 
ご 転居 ・ ご 贈答 兄 な ご で お 買い あげ の 販売 店 に 修理 を 依頼 する こと が で き な い 場合 は 、 も より の シャ 
ー プ お 客 様 ご 相談 窓 ロ に お 問い 合わ せ ぐ だ さい 。 
ORTOR UVC 
© ご この 計算 機 は 取扱 説明 書 の 巻末 に 保証 書 が つい て いま す 。 保証 書 は 販売 店 に て 所 定 事項 を 記入 い 
た し ます の で 、 内 容 を よ ぐ お 読み の うえ 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 
② 保証 期間 は お 買い あげ の 日 ガ ら 1 年 間 で す 。 
困 証 書 の 記載 内 容 に より お 買い あげ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 会 社 が 修理 いた し ます 。 ぐ わし 
ぐ は 保 証書 を ご 覧 くだ さい 。 
③ 保証 期間 中 の 修理 な お ど ア フタ ー サ ービス に つい て お わが り に な ら な い 場 合 は 、 お 買い あげ の 販売 
店 、 ま だ は も より の シャ ヤー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
@ 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 修理 に よ つ て 機能 が 維持 で きる 場合 
は お客様 の ご 要望 に より 有料 修理 いた し ます 。 
負 お 問い 合わ せ は 
ご の 製品 に つい て の ご 意見 、 ご 質問 は も より の お 客 様 ご 相談 窓口 (技術 シン ター) へ お 申し つけ ぐだ 
さい 。 付属 の 「 シ ヤー プ サ ー ビ ス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 の こおり 、 全 国 に お 客 様 ご 相談 窓 ( 技 
術 セ ンダー) を 設け て お り ま す 。 


シャ ー ブ カ ラー ブロ ッ タ プリ ン 々 保証 書 


(WARRANTY CARD) 


50 名 カラ ー プ ロッ タプ リン タタ 
形 名 CE=5159P 
保証 期間 お 買上 げ 日 より 本 体 1 年 間 
(VALIDITY) (FULL 1 YEAR AFTER PURCHASE) 
お 買上 げ 日 昭和 年 月 日 
(PURCHASE) 
ご 芳名 様 
お ーー 
== 
客 ご E 所 
様 
電話 番号 ( ) = 


取扱 販売 店 名 ・ 住 所 ・ 電 話 番号 


印 


Wi 一 多 株 去 会 社 
产业 机 器 事业 本 部 
〒639-11 奈良 県 大 和 郡 山 市 美濃 庄 町 492 
電話 (07435)3 -5521 番 


a Æ 


Wer -ARE Et 


55 大 阪 市 阿倍野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 (06)621 一 1221( 大 代表 ) 

639-11 奈良 県 大 和 郡 山 市 美濃 庄 困 492 番 地 
電話 (0/435)3-5521( 大 代表 ) 

B162 東京 都 新 宿 区 市 谷 八 幡 町 8 番地 


电话 (03)260 一 1161( 大 代表 ) 


産業 機器 事業 本 部 


国内 産 機 営業 本 部 


プロ グラ ム や 製品 、 機 能 こ つい て の お 問い 合わ せ は 下記 へ …… 


ジャ ー メ ビグ ネス 株 式 芸 社 


本 社 BOD 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 電話 06)621 一 1221 大 代表 ) 


札幌 支店 
仙台 支店 
東京 支店 
FR 支店 
横浜 支店 
埼玉 支店 
宇都 宫 支 店 
新潟 支店 
名 证 屋 支 店 
IR SIS 
AK BR 支店 
京都 支店 
神戸 支店 
広島 S25 
高松 S215 
福岡 支店 
沖縄 SE 


2063 札幌 市 西区 24 軒 1 条 / 本 目 3 番 17 号 

2083 仙台 市 六 丁 目 字 本 新 田 東 2 番地 の 1 

8130 東京 都 墨田 区 石原 2 丁目 12 番 3 号 

&280 千葉 市 南町 1 丁目 5 番 20 号 

230 横浜 市 磯子 区 中 原 1 丁目 2 副 23 号 

8330 大 宮 市 宮原 町 2J 自 107 番 25 

0 宇都 宮 市 不動 前 4 丁目 2 番 41 号 

000 新潟 市 上 所 中 1 丁目 7 番 21 号 

2404 名 古屋 市 中 川 区 山王 3 丁目 5 番 5 号 

2921 石川 県 石川 郡 野々 市 印字 御経塚 1096 番 地 の 1 
O06 大 阪 市 浪 速 区 惠美 须 西 1 丁目 2 番 9 号 

2001 REDA RIENE 

B68 WAPRES 1 T BES 
27/31-01 庆 岛 市 安信 南 区 共 园 町 大 字 西 原 2249 熏 地 1 
2/60 高松 市 木 太 町 1861 番 地 の 3 

2816 福岡 市 博多 区 井 相 田 2 丁目 12 番 1 号 

900 BAET B10Bi001 


修理 な お ど ア フタ ー サ ービス に つい て の お 問い 合 


ad (011641 — 3631 
电话 (0222)88 一 9151 
电话 (03)625 一 5111 
sd (0472063 — 4043 
885 (045)751 — 3215 
0d (048663 — 5159 
55 (028637 — 3576 
電話 (0252)83- 1795 
電話 (052)3322631 
電話 (0762)491240 
電話 (06)643 一 3021 
885 (075)661 — 7335 
85 (078)452 — 8631 
電話 (082)8/4 4925 
電話 (0878)33-4255 
電話 C092 う 572- 2611 
ad (098861 — 7360 


合わ せ は 下記 へ …… 


シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 (技術 セン ター) 


札幌 技術 セン ター 
仙台 技術 セン ター 
宇都 宮 技 術 セ ンタ ヤー 
新潟 技術 セン ター 
東京 第 1 技術 セン ター 
東京 第 2 技術 セン ター 
東京 第 3 技術 セン ター 
横浜 技術 セン ター 
名 古屋 技術 セン ター 
金沢 技術 セン ター 
大 阪 第 1 技術 セン ター 
大 阪 第 2 技術 セン ター 
神戸 技術 セン ター 
京都 技術 セン ター 
高松 技術 セン ター 
岡山 技術 セン ター 
広島 技術 セン ター 
福岡 技術 セン ター 


063 札幌 市 西区 一 


十 四 軒 1 条 7 丁目 3 番 17 号 


983 仙台 市 6 丁目 守 本 新 田 東 2 番 地 の 1 
320 宇都 宮 市 不動 前 4 丁目 2 番 41 号 
050 新潟 市 上 所 中 1 丁目 7/ 番 21 号 


2130 FREE 


区 石原 2 丁目 12 番 3 号 


2164 東京 都 中 野 区 南台 3 丁目 45 番 13 号 
S143 東京 都 大 田 区 南馬込 1 丁目 5 番 15 号 


B23) 横浜 市 磯子 区 中 原 1] 


B44 名 古屋 市 中 


中 区 山王 3 丁目 5 番 5 号 


2921 石川 県 石川 郡 野々 市 町 字 御経塚 1096 番 地 の 1 


B06 大 阪 市 浪速 


067 茨木 市 鮎川 5 丁目 15 番 3 号 


O08 神戸 市 東灘 
2601 京都 市 南 区 


区 恵美 須 西 1 丁目 2 番 9 号 


区 魚崎 北町 1J 自 6 番 18 号 
FRB BH 45 te 


8761-01 高松 市 高松 町 3009 番 地 の 4 
2/0 岡山 市 米倉 字 東 1 町 66 の 2 
亜 731-01 広島 市 安佐 南 区 祇園 町 大 字 西 原 2249 番 地 の 1 


2816 福岡 市 博多 


区 井 相田 2 丁目 12 番 1 号 


電話 (011)641-075 
電話 (0222)88-916 
電話 (0286)34-0256 
電話 (252)84 — 6023 
電話 (03624-7475 
電話 (03)382-- 9161 
電話 (03)777— 885 
电话 (045)753 一 9683 
電話 (052)332-267 
電話 (762)49— 9033 
電話 (06)644- 1191 
电话 (0726)34 一 4883 
电话 (078)452 一 1762 
电话 (075)681 一 955 
電話 (0878)43 371 
電話 (0862)43-5660 
電話 (082)874-6100 
电话 (092)572 一 2617 


© 1984 年 


